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汚染水には放射性 Srよりも海水由来の非放射性 Srが多く含まれている。そのため、放射性 Sr除去プロセス

を評価する際には、Sr イオン同士の交換を考慮する必要がある。本報告では、汚染水処理に用いるケイチタ

ン酸（CST）系吸着材と水溶液の間の Srイオン交換反応と、その速度について検討した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理には、海水成分共存下でも Cs と Sr を選択的に吸着するケイチタン酸

（CST）が使用されている。汚染水には放射性 Srよりも海水由来の非放射性 Srが多く含まれているため[1]、

CST による放射性 Sr 除去を評価するには Sr イオン同士の交換を考慮する必要がある。本報告では、非放射

性 Srが破過した CSTを作製し、放射性 Srをトレーサとして添加した試験水を通水することで、CSTと水溶

液間における Srイオン同士の交換が生じるかを確認した。 

2. 試験方法 

試験条件を表 1に示す。新品材試験では、Na型 CSTを充填した

カラムに SrCl2溶液を通水した。カラム出入口の溶液中の全 Sr濃度

を定期的に測定し、全 Sr が完全に破過するまで通水した。破過材

試験では、前述の新品材試験で全 Srが完全に破過した Sr破過 CST

のカラムに、Sr-85トレーサを添加した SrCl2溶液を通水した。破過

材試験では溶液中の全 Sr濃度に加え、Sr-85濃度を測定した。 

3. 結果 

試験結果の破過曲線を図 1 に示す。図 1 の横軸は通水量をカラム容積で除した相対通水量 BV、縦軸は全

Srまたは Sr-85のカラム出口と入口の濃度比 C/C0である。新品材試験では、開始直後の全 Srの C/C0は 0.02、

通水に伴い C/C0が上昇し、約 90,000 BVで C/C0が 1に達し完全破過した。破過材試験では、開始直後から全

Srが破過していることを確認した。また、破過材試験における Sr-85は全 Srとは異なる挙動を示した。開始

直後の C/C0は 0.3であり、通水に伴う C/C0の上昇は新品材の全 Srと比べ緩やかであった。破過材試験の Sr-

85の初期 C/C0が 0.3と 1未満であることは、試験水中の Sr-85と CST中の安定 Srが交換したことを示して

いる。つまり、CST と水溶液間における Sr イオン同士の交換が確認できた。また、新品材試験の全 Sr と破

過材試験の Sr-85の破過挙動の違いは、Naイオン-Srイオ

ン間の交換と、Sr イオン同士の交換の違いによるもので

あり、Srイオン同士の交換の方が速度が遅いと推定した。 
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表1 試験条件

SrCl2溶液 (全Sr = 1 mg/L)

Na型CST Sr破過CST

新品材試験 破過材試験

トレーサ

1 mL

180 mL/h流量

液性

充填量

種類

なし Sr-85

吸
着
材

試
験
水

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 50,000 100,000 150,000 200,000

出
口

/入
口
濃
度
比

C
/C

0

相対通水量BV

新品材

破過材

全Sr Sr-85

図1 新品材と破過材の破過曲線の比較
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